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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 
＜ＤＣ＞ライフ・バランス 
ファンド（安定型） 

 

 
 

第18期（決算日：2019年８月14日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・

バランスファンド（安定型）」は、去る８月14日に第

18期の決算を行いました。ここに謹んで運用状況を

ご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 無期限（2001年10月18日設定） 

運 用 方 針 

主として、マザーファンドを通じて国内債券57％、
国内株式20％、外国債券10％、外国株式10％および
短期金融商品３％の比率で配分した基本ポート
フォリオのもと分散投資を行い、個別資産毎にアク
ティブ運用を行います。当社が独自に指数化する合
成インデックスをベンチマークとして超過収益を
積み上げることを図ります。 
各資産につきましては、基本ポートフォリオにおけ
る各資産毎の比率から±５％以内の範囲に配分比
率の変動を抑えます。ただし、市況動向等に応じて、
基本ポートフォリオは適宜見直しを行います。 
資産配分については、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
からの投資助言を受けることとします。 
実質組入外貨建資産の為替変動リスクに対しては、
原則として為替ヘッジを行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

各マザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。このほか、内外の株
式・公社債に直接投資することがあり
ます。 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ  国 内 株 式 
アクティブマザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ  海 外 株 式 
アクティブマザーファンド 

わが国を除く世界主要国の株式を主
要投資対象とします。 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ  国 内 債 券 
アクティブマザーファンド 

わが国の公社債を主要投資対象とし
ます。 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ  海 外 債 券 
アクティブマザーファンド 

わが国を除く世界主要国の公社債（国
債、政府保証債、政府機関債、国際機
関債、社債等）を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合は、信託財産の
純資産総額の45％未満とします。 
外貨建資産への実質投資割合は、信託財
産の純資産総額の35％未満とします。 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ  国 内 株 式 
アクティブマザーファンド 

株式への投資に制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ  海 外 株 式 
アクティブマザーファンド 

株式および外貨建資産への投資に制
限を設けません。 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ  国 内 債 券 
アクティブマザーファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ  海 外 債 券 
アクティブマザーファンド 

外貨建資産への投資に制限を設けま
せん。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を
含みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額
は、基準価額水準、市況動向等を勘案して、委託会
社が決定します。ただし、分配対象収益が少額の場
合には、分配を行わないことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を
優先し、原則として分配を抑制する方針としま
す。（基準価額水準や市況動向等により変更する
場合があります。） 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 合成インデックス 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

14期(2015年８月14日) 14,084 0 11.5 162.01 10.9 31.6 － 65.3 － － 181 

15期(2016年８月15日) 13,420 0 △ 4.7 155.78 △ 3.8 30.3 － 67.1 － － 178 

16期(2017年８月14日) 14,163 0 5.5 164.87 5.8 30.4 － 65.9 － － 197 

17期(2018年８月14日) 14,657 0 3.5 169.35 2.7 31.1 － 63.7 － － 197 

18期(2019年８月14日) 14,708 0 0.3 169.79 0.3 25.9 － 67.7 － － 208 
 

（注） 当社が独自に指数化する合成インデックスとは、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合57％、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）20％、ＦＴＳＥ世界国

債インデックス（除く日本・円ベース）10％、ＭＳＣＩ ＫＯＫＵＳＡＩインデックス（円換算ベース）10％、無担保コール翌日物レー

ト（短資協会発表）の平均値３％を合成したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 合成インデックス 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2018年８月14日 14,657 － 169.35 － 31.1 － 63.7 － － 

８月末 14,831 1.2 170.48 0.7 32.8 － 62.6 － － 

９月末 15,023 2.5 172.59 1.9 33.6 － 62.2 － － 

10月末 14,455 △1.4 167.58 △1.0 27.5 － 63.9 － － 

11月末 14,526 △0.9 168.88 △0.3 28.2 － 66.0 － － 

12月末 14,135 △3.6 164.09 △3.1 26.6 － 65.8 － － 

2019年１月末 14,384 △1.9 167.11 △1.3 27.0 － 64.9 － － 

２月末 14,597 △0.4 169.37 0.0 29.2 － 63.7 － － 

３月末 14,684 0.2 169.99 0.4 28.7 － 65.6 － － 

４月末 14,762 0.7 170.95 0.9 29.3 － 65.0 － － 

５月末 14,565 △0.6 168.07 △0.8 26.0 － 67.7 － － 

６月末 14,737 0.5 170.26 0.5 27.1 － 65.1 － － 

７月末 14,829 1.2 171.19 1.1 28.4 － 64.6 － － 

(期  末)          

2019年８月14日 14,708 0.3 169.79 0.3 25.9 － 67.7 － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第18期：2018年８月15日～2019年８月14日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※2018年11月７日にマザーファンドの入れ替えが終了したため、区切り線を入れております。
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ベンチマーク：左目盛

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

第 18 期 首 14,657円
第 18 期 末 14,708円
既払分配金 0円
騰 落 率 0.3％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

基準価額は期首に比べ0.3％の上昇となりました。
なお、期中にマザーファンドの入れ替えを行いました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（0.3％）と同程度
となりました。

ベンチマークとの差異

基準価額の主な変動要因

組入期間において、三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファ
ンドの基準価額が上昇したことなどが、プラスに寄与しました。

上昇要因

組入期間において、三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファ
ンドの基準価額が下落したことなどが、マイナスに影響しまし
た。

下落要因

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

第18期：2018年８月15日～2019年８月14日

投資環境について

国内株式市況
国内株式市況は下落しました。
期首から2018年12月末にかけては、米
国の長短金利差が縮小し将来の景気減速
が意識されたことや中国大手通信機器
メーカーの幹部がカナダ当局に逮捕され
米中関係の悪化が懸念されたことなどか
ら大幅に下落しました。
2019年１月から期末にかけては、国内企
業の決算が軟調であったことや米中貿易
摩擦による世界景気悪化懸念が上値を押
さえる一方、米国が利下げを行ったこと
などが下支えとなり、一進一退に推移し
ました。

海外株式市況
海外株式市況は下落しました。
海外株式市況は、米中間の貿易戦争に関
する不透明感などを背景に下落する場面
はあったものの、米連邦準備制度理事会
（ＦＲＢ）が利下げの可能性を示唆する
など、金融政策に対して緩和的な姿勢を
強めたことが好感されるなど、値動きの
大きい展開となりました。

国内債券市況
国内金利は低下しました。
世界的な景気減速懸念の台頭や米国利下
げ観測の高まりを受けた米国金利の低下
などから国内金利は低下基調となりまし
た。

海外債券市況
欧米長期金利は低下しました。
期首から2018年10月にかけて、米国と
欧州で景況感の改善がみられたことなど
を背景に、米独長期金利は一時上昇しま
した。11月以降は米連邦公開市場委員会
（ＦＯＭＣ）メンバーの緩和的な発言な
どを受けて、米独長期金利は低下しまし
た。その後も、米中貿易摩擦に対する長
期化懸念や英国の欧州連合（ＥＵ）離脱
への不透明感などにより、世界経済の減
速懸念が高まったことなどが重石となり、
米独長期金利は低下幅を広げました。
2019年８月には米大統領による対中関税
第４弾の発動が報道され、欧米長期金利
は大きく低下しました。

為替市況
米ドル・ユーロは対円で下落しました。
期首から2018年９月にかけては、米国株
式指数の最高値更新や米国の長期金利上
昇などを受けて、米ドル・ユーロは対円
で上昇しました。2019年１月上旬にかけ

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

ては、世界的な株式市場の下落などが、
米ドル・ユーロの対円での下落要因とな
りました。その後も、米中貿易摩擦に対
する長期化懸念や英国のＥＵ離脱への不

透明感などにより、投資家のリスクセン
チメントが悪化したことなどを受けて、
米ドル・ユーロは対円で軟調に推移しま
した。

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バラン
スファンド（安定型）
内外の株式・債券を実質的な主要投資対
象とし、各資産の指数を合成した指数を
ベンチマークとして、超過収益を積み上
げることをめざして運用を行いました。
期首から2018年９月末にかけ、主として、
国内債券マザーファンド、国内株式マ
ザーファンド、世界債券マザーファンド
および世界株式マザーファンドへの投資
を通して、国内債券・国内株式・外国債
券・外国株式への分散投資を行い、リス
クの低減に努めつつ長期的に安定した収
益の積み上げをめざしました。
2018年10月からマザーファンドの入替
を開始し、期末にかけては主として、三
菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファ
ンド、三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマ
ザーファンド、三菱ＵＦＪ 海外債券アク
ティブマザーファンドおよび三菱ＵＦＪ 
海外株式アクティブマザーファンドへの
投資を通して、国内債券57％・国内株式
20％・外国債券10％・外国株式10％お
よび短期金融商品３％の比率で配分した

基本ポートフォリオのもと分散投資を行
い、リスクの低減に努めつつ長期的に安
定した収益の積み上げをめざしました。
資産配分にあたっては、三菱ＵＦＪ信託
銀行株式会社からの投資助言を受けまし
た。

国内株式マザーファンド
内外需を問わず「好業績・割安銘柄」の
選択が有効とみており、従来同様、株価
上昇ポテンシャルの高い銘柄に加え、業
績安定性の高い銘柄の組み入れを行いま
した。
期首から2018年９月にかけては、組入銘
柄数は概ね70銘柄程度で推移させました。
構造改革を推し進める銘柄、政策や市場
の変化の恩恵を受ける銘柄、持続的な成
長確度が高い銘柄、独自の増益要因を有
している銘柄など、企業の業績動向に着
目した投資を行いました。
償還にあたって、2018年10月中に保有
株式を全て売却しました。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果をめざしました。
銘柄選択は、以下の２つの観点から行い
ました。
１）中長期的な成長力の高い銘柄や業績
改善度の大きい銘柄

２）企業価値に対して株価が割安と判断
され、かつ株価上昇が期待できる銘
柄

2018年10月から期末にかけて、組入銘
柄数は、概ね69～82銘柄程度で推移させ
ました。成果報酬型コンサルティングを
手掛けるプロレド・パートナーズや新業
態の体験型アウトドアショップに期待す
るアルペンなど42銘柄を新規に組み入れ
ました。一方、株価が大きく上昇したこ
とで利益確定を行った神戸物産や世界的
な自動車販売台数見通しを引き下げたこ
となどを背景に業績予想の見通しを引き
下げた日本電産など37銘柄を全株売却し
ました。

世界株式マザーファンド
期首から2018年９月にかけては、組入銘
柄数は概ね120銘柄程度で推移させまし
た。景気動向に左右されることなく独自
の成長シナリオを有すると見込まれる銘
柄群に投資を行いました。
償還にあたって、2018年10月中に保有

株式を全て売却しました。

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果をめざしました。
個別銘柄選択にあたっては、株価に割安
感があり、独自の成長テーマを持った銘
柄に注目して選別的投資を実施しました。
2018年10月から期末にかけて、組入銘
柄数は、組入開始時、90銘柄としました
が、株価水準や業績動向などを勘案し、
成長性に魅力のある銘柄への入れ替えを
行いつつ、割高と判断された銘柄の売却
を実施し、期末には87銘柄としました。
国・地域別配分に関しては、北米、欧州、
アジア・オセアニアともに、概ねニュー
トラルとしました。
業種別配分に関しては、情報技術セク
ターをオーバーウェイト、生活必需品セ
クターをアンダーウェイトとしました。
企業業績や株価動向を踏まえ、銘柄の入
れ替えや組入比率の調整を行いました。
その結果、COSTAR GROUP INCや、
ROPER TECHNOLOGIES INCを新規に
組み入れた一方で、FLUOR CORPなどの
全売却を行いました。

国内債券マザーファンド
日本の公社債を高位に組み入れた運用を
行いました。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

金利戦略では、市況動向などを勘案して、
状況に応じて機動的に対応しました。
償還にあたって、2018年10月中に保有
債券をすべて売却しました。

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回ることを
目標に運用を行いました。
ファンド全体のデュレーション（平均回
収期間や金利感応度）については、2018
年10月上旬から11月中旬にかけてはベン
チマーク対比短め、以降は中立を基本に
調整しました。年限別構成については、
2018年11月中旬までは超長期ゾーンの
アンダーウェイト、以降は中期ゾーンの
アンダーウェイト・超長期ゾーンのオー
バーウェイトを基本に調整しました。
債券種別構成については、日銀による社
債買入オペや投資家の資金余剰感を背景
とした需給関係から、一般債のスプレッ
ド（国債に対する金利差）は横ばい圏で
推移すると判断し、相対的にスプレッド
妙味のある事業債および円建外債のオー
バーウェイト、スプレッド妙味の乏しい
地方債および政府保証債のアンダーウェ
イトを維持しました。

世界債券マザーファンド
外国債券を高位に組み入れた運用を行い
ました。

国別戦略では、市況動向などを勘案して、
フランスをベンチマーク対比多めとしま
した。
償還にあたって、2018年10月中に保有
債券をすべて売却しました。

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド
わが国を除く世界主要国の公社債を主要
投資対象とし、ベンチマークを中長期的
に上回る投資成果をめざして運用を行い
ました。債券の組入比率は高位を維持し
ました。
2018年10月から期末にかけて、債券
デュレーションについては、米国の債券
デュレーションはベンチマーク比中立で
維持しました。欧州の債券デュレーショ
ンは欧州中央銀行（ＥＣＢ）による緩和
的な金融政策を見込み、同中立から長め
でコントロールしました。
欧州においては、スペインをベンチマー
ク比オーバーウェイトで維持、イタリア
は同中立からオーバーウェイトでコント
ロールしました。ドイツは同中立からア
ンダーウェイトでコントロールした一方、
ベルギーは2019年２月下旬以降同オー
バーウェイトとし、７月上旬以降同中立
に変更しました。フランスは、同アン
ダーウェイトで維持しました。
カントリーアロケーション戦略（通貨配
分）では、景気の相対感等に着目し通貨

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

配分をコントロールしました。米ドルは
2018年11月中旬にかけてベンチマーク
比オーバーウェイト、12月下旬以降同ア
ンダーウェイトとし、2019年４月下旬か
ら５月中旬にかけて同オーバーウェイト
に変更しました。ユーロは2019年４月下
旬にかけては同中立からオーバーウェイ
トでコントロールし、その後は同アン
ダーウェイトとしました。英ポンドは

2019年８月上旬に同中立からアンダー
ウェイトとし、ノルウェークローネは
2019年４月下旬以降同オーバーウェイト
としました。カナダドルやメキシコペソ
は同オーバーウェイトから中立、南アフ
リカランドは同アンダーウェイトから中
立でコントロールしました。豪ドルは同
アンダーウェイトを維持しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

2018/８/14 ～ 2019/８/14

（％）

ファンド ベンチマーク

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

日本Ｍ＆Ａセンター：主に中堅・中小企業を対象にＭ＆Ａ（企業の合併・買収）の仲介業務
を行う同社をオーバーウェイトとしました。株価が堅調に推移し、アウトパフォームしまし
た。
マイナス要因
銘柄
太陽誘電：ＩＣ（集積回路）、セラミックコンデンサーなどの電子部品の製造を行う同社を
オーバーウェイトとしました。しかし株価が下落し、アンダーパフォームしました。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファン
ド（安定型）
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率
（0.3％）と同程度となりました。
組入期間において、三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブ
マザーファンドがアウトパフォームしたことなどがプ
ラス要因となりました。
信託報酬等のコストなどがマイナス要因となりました。

国内株式マザーファンド（期首～組入終了時）
プラス要因
銘柄

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド（組入開始時～期末）
プラス要因
業種配分要因：サービス業、電気機器をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていた
ことがプラスに寄与しました。
銘柄選択要因：ジャストシステム、イビデンをベンチマークに対して概ねオーバーウェイト
としていたことがプラスに寄与しました。
マイナス要因
業種配分要因：精密機器、化学をベンチマークに対して概ねアンダーウェイトとしていたこ
とがマイナスに影響しました。
銘柄選択要因：昭和電工、リコーをベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたこと
がマイナスに影響しました。

世界株式マザーファンド（期首～組入終了時）
プラス要因
銘柄
NOVOCURE LTD（米国、ヘルスケア機器・サービス）：がん治療機器メーカーの同社を
オーバーウェイトとしました。株価が堅調に推移し、アウトパフォームしました。
マイナス要因
銘柄
INTERACTIVE BROKERS GRO-CL A（米国、各種金融）：証券、先物、外国為替商品など
の電子取引における注文の回送、執行、事務処理などを手掛ける同社をオーバーウェイトと
しました。株価が下落し、アンダーパフォームしました。

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド（組入開始時～期末）
プラス要因
個別銘柄選択効果においては、情報技術セクターやエネルギーセクターがプラスに寄与しま
した。また、業種別配分効果では、エネルギーセクターやヘルスケアセクターのアンダーウ
エイトがプラスに寄与しました。
個別銘柄では主に、米国を中心に不動産関連の情報提供を手掛けるCOSTAR GROUP INC
の個別銘柄選択がプラスに寄与しました。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

マイナス要因
個別銘柄では主に、石油・ガスのインフラ建設会社であるFLUOR CORPの個別銘柄選択が
マイナスに影響しました。

国内債券マザーファンド（期首～組入終了時）
プラス要因
金利戦略において、国内長期金利が上昇するなか、デュレーションをベンチマーク対比短め
としたことなどがプラスに寄与しました。
マイナス要因
国内債券市況が堅調に推移した局面で、ファンドの償還対応で保有債券をすべて売却し、円
キャッシュを保有したことなどがマイナスに影響しました。

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド（組入開始時～期末）
プラス要因
年限別構成
2018年11月中旬以降、パフォーマンスの優った超長期ゾーンのオーバーウェイトを維持し
たこと。
債券種別構成
パフォーマンスの劣後した政府保証債および地方債のアンダーウェイトを維持したこと。

世界債券マザーファンド（期首～組入終了時）
マイナス要因
国別戦略にて、2018年９月にかけて相対的に軟調に推移したフランスをベンチマーク対比
多めとしたことなどがマイナスに影響しました。

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド（組入開始時～期末）
プラス要因
金利低下局面で、欧州のデュレーションをベンチマーク比長めで維持したことがプラス要因
となりました。
スペイン、イタリアをベンチマーク比オーバーウェイトとした一方、ドイツ、フランスをア
ンダーウェイトとしていたことがプラス要因となりました。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

マイナス要因
ノルウェークローネをオーバーウェイトとしたことなどがマイナス要因となりました。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第18期
2018年８月15日～2019年８月14日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 5,150

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バラン
スファンド（安定型）
主として、三菱ＵＦＪ 国内債券アクティ
ブマザーファンド、三菱ＵＦＪ 国内株式
アクティブマザーファンド、三菱ＵＦＪ 
海外債券アクティブマザーファンドおよ
び三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザー
ファンドへの投資を通して、国内債券
57％・国内株式20％・外国債券10％・
外国株式10％および短期金融商品３％の
比率で配分した基本ポートフォリオのも
と分散投資を行い、リスクの低減に努め
つつ長期的に安定した収益の積み上げを
めざします。
委託会社が独自に指数化する合成イン
デックスをベンチマークとして、超過収
益の積み上げを図ります。
資産配分にあたっては、三菱ＵＦＪ信託
銀行株式会社からの投資助言を受けます。

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマ
ザーファンド
株式の組入比率は、引き続き高水準を維
持する方針です。
運用コンセプトとしているボトムアップ
による銘柄選択効果をさらに追求すべく、
リサーチに基づく企業分析に注力し、成
長性とバリュエーションを考慮した銘柄
選択を行っていく方針です。

米中通商交渉は、依然として産業補助金
などを巡る両国の主張に隔たりは大きく、
当面は大きな前進は期待しにくい状況で
す。国内では、消費税増税後の需要反動
減が懸念されますが、2020年度当初予算
でも追加の経済対策が講じられることが
検討されており、国内経済への寄与が期
待されます。堅調な業績を維持できる企
業とそうでない企業との業績格差は拡大
しつつあり、綿密な企業調査と銘柄選択
に一層注力する方針です。

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマ
ザーファンド
株式の組入比率については、運用の基本
方針にしたがい、引き続き高水準（90％
以上）を維持する方針です。
業種配分と銘柄選定におけるアクティブ
戦略により、中長期的にベンチマークを
上回る投資成果をめざします。
国・地域別配分については、北米、欧州、
アジア・オセアニアともに、基本的に
ニュートラルとします。
個別銘柄選択では、引き続き、株価に割
安感があり、独自の成長テーマを持った
銘柄に注目しています。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマ
ザーファンド
安定した利子収益確保をめざし、債券組
入比率は引き続き高位を維持する方針で
す。
ファンド全体のデュレーションは、当面
ベンチマーク対比中立を基本に機動的に
リスク度合いを調整する方針です。
債券種別構成については、事業債および
円建外債をベンチマーク対比多めの保有
を維持する方針です。

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド
金利戦略においては、各国の景気動向に
加え、財政政策・金融政策を含む各種政
策や市場の内部要因が長期金利へ与える
影響を考慮し、デュレーションなどのコ
ントロールを行います。その中で、欧州
では各国の財政状況や政策対応などを重
視した銘柄選別に注力します。また、カ
ントリーアロケーション戦略においては、
各国のファンダメンタルズ状況や投資家
のリスク選好度を重視し、環境見通しの
変化に対応して調整を行う方針です。債
券の組入比率は高位を維持し、信用力の
高い国債中心の組み入れを維持する方針
です。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

2018年８月15日～2019年８月14日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 205 1.403 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (104) (0.712) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (88) (0.605) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (13) (0.086) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 16 0.108 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (16) (0.108)

(ｃ)有価証券取引税 0 0.002 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (0) (0.002)

(ｄ)そ の 他 費 用 4 0.027 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (3) (0.023) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (1) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 225 1.540

期中の平均基準価額は、14,610円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.43％です。

運用管理費用（受託会社）
0.09％

その他費用
0.03％

運用管理費用（販売会社）
0.60％

運用管理費用（投信会社）
0.71％

総経費率
1.43％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

○売買及び取引の状況 (2018年８月15日～2019年８月14日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 36,639 51,840 7,519 9,830 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 90,173 129,310 8,090 11,810 
三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 11,467 23,950 2,698 5,390 
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 8,777 25,560 873 2,510 
国内債券マザーファンド 2,062 2,900 81,354 114,086 
国内株式マザーファンド 2,239 2,400 43,046 46,709 
世界債券マザーファンド 120 300 8,615 21,744 
世界株式マザーファンド 263 800 7,633 23,593 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年８月15日～2019年８月14日) 

 

項 目 
当 期 

三菱ＵＦＪ 国内株式 
アクティブマザーファンド 

三菱ＵＦＪ 海外株式 
アクティブマザーファンド 

国内株式 
マザーファンド 

世界株式 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 31,226,653千円 4,759,018千円 2,669,877千円 1,125,245千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,957,125千円 4,512,139千円 2,113,734千円 1,125,822千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 3.48   1.05   1.26   0.99   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年８月15日～2019年８月14日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 16,038 3,036 18.9 15,188 2,570 16.9 

平均保有割合 0.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 8,070 2,369 29.4 5,613 1,295 23.1 

平均保有割合 1.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 2,433 39 1.6 2,744 121 4.4 

平均保有割合 0.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 19,546 2,912 14.9 20,250 4,401 21.7 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜国内債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 29 － － 2,606 234 9.0 

平均保有割合 4.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

＜国内株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 326 － － 2,343 836 35.7 

平均保有割合 2.1%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜世界債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 － － － 631 9 1.4 

平均保有割合 3.3%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜世界株式マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 94 129 94 

 
 
 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公社債 － － 304 

 
 
 

＜国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 － 49 － 

 
 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
公社債 1,000 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 218千円 
うち利害関係人への支払額（B） 34千円 

（B）／（A） 16.0％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、アコム、モルガン・ス
タンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年８月14日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド － 29,120 37,376 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド － 82,082 123,280 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド － 8,769 17,622 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド － 7,904 23,532 

国内債券マザーファンド 79,291 － － 

国内株式マザーファンド 40,806 － － 

世界債券マザーファンド 8,495 － － 

世界株式マザーファンド 7,369 － － 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

○投資信託財産の構成 (2019年８月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 37,376 17.8 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 123,280 58.6 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 17,622 8.4 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 23,532 11.2 

コール・ローン等、その他 8,596 4.0 

投資信託財産総額 210,406 100.0 
 

（注） 三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（4,055,034千円）の投資信託財産総額（4,090,627

千円）に対する比率は99.1％です。 

（注） 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（42,809,972千円）の投資信託財産総額

（43,050,336千円）に対する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝106.37円 １カナダドル＝80.47円 １メキシコペソ＝5.49円 １ユーロ＝118.89円 

１イギリスポンド＝128.23円 １スイスフラン＝109.03円 １スウェーデンクローネ＝11.15円 １ノルウェークローネ＝11.98円 

１デンマーククローネ＝15.93円 １ポーランドズロチ＝27.44円 １オーストラリアドル＝72.26円 １香港ドル＝13.56円 

１シンガポールドル＝76.83円 １マレーシアリンギット＝25.40円 １南アフリカランド＝7.03円  
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ライフ・バランスファンド（安定型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年８月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 210,406,233   

 コール・ローン等 7,554,073   

 三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド(評価額) 37,376,625   

 三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド(評価額) 123,280,160   

 三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド(評価額) 17,622,775   

 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド(評価額) 23,532,600   

 未収入金 1,040,000   

(B) 負債 1,445,799   

 未払信託報酬 1,441,843   

 未払利息 5   

 その他未払費用 3,951   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 208,960,434   

 元本 142,068,115   

 次期繰越損益金 66,892,319   

(D) 受益権総口数 142,068,115口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,708円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 135,070,800円 

期中追加設定元本額 15,980,155円 

期中一部解約元本額 8,982,840円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.4708円です。 

 

○損益の状況 (2018年８月15日～2019年８月14日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     4,345   

 受取利息 6   

 その他収益金 310   

 支払利息 △     4,661   

(B) 有価証券売買損益 3,652,392   

 売買益 9,648,379   

 売買損 △ 5,995,987   

(C) 信託報酬等 △ 2,852,303   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 795,744   

(E) 前期繰越損益金 28,394,052   

(F) 追加信託差損益金 37,702,523   

 (配当等相当額) (  43,958,243)  

 (売買損益相当額) (△ 6,255,720)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 66,892,319   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 66,892,319   

 追加信託差損益金 37,702,523   

 (配当等相当額) (  43,976,939)  

 (売買損益相当額) (△ 6,274,416)  

 分配準備積立金 29,189,796   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年８月15日～ 
2019年８月14日 

費用控除後の配当等収益額 592,639円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 203,105円 

収益調整金額 43,976,939円 

分配準備積立金額 28,394,052円 

当ファンドの分配対象収益額 73,166,735円 

１万口当たり収益分配対象額 5,150円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

約款記載の整備を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2018年11月14日） 
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